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武
蔵
野
町
か
ら
武
蔵
野
市
へ 

市
制
施
行
後
の
初
代
市
長
が
誕
生

　

武
蔵
野
市
の
初
代
市
長
を
務
め
た
荒
井

源
吉
は
、
明
治
37
（
１
９
０
４
）
年
、
武
蔵

野
村
（
現
在
の
武
蔵
野
市
）
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
家
庭
環
境
や
幼
少
期
に
つ
い
て
の
史
料

は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
慶
應

義
塾
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
後
、
昭
和
13

（
１
９
３
８
）年
に
武
蔵
野
町
役
場
に
入
庁
し
、

会
計
や
財
務
な
ど
の
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た

こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
会
計
課
長
だ
っ
た
昭
和
22
年
３

月
に
町
役
場
を
退
職
し
て
武
蔵
野
町
長
に
当

選
。
そ
の
年
の
11
月
に
武
蔵
野
町
は
市
制
施

行
に
よ
り
武
蔵
野
市
に
な
り
、
荒
井
は
初
代

武
蔵
野
市
長
と
な
り
ま
す
。
荒
井
が
市
長
と

な
っ
た
の
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
か
ら

わ
ず
か
２
年
後
の
こ
と
。
当
時
、
市
の
人
口

は
６
万
３
４
８
６
人
。
い
ま
だ
戦
後
の
混
乱

が
続
く
中
、
戦
後
復
興
と
市
民
の
生
活
向
上

に
向
け
た
険
し
い
市
政
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

市
に
昇
格
し
た
ま
ち
と
し
て
、
荒
井
が
最

初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、
上
下
水
道
事
業
な

ど
の
都
市
基
盤
の
整
備
で
し
た
。
ど
ち
ら
も

昭
和
26
（
１
９
５
１
）
年
に
事
業
に
着
手
し
、

水
道
に
つ
い
て
は
昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年

に
吉
祥
寺
地
区
か
ら
給
水
が
始
ま
り
、
西
窪

（
西
久
保
）
地
区
と
関
前
地
区
、
境
地
区
に

て
約
１
億
円
の
赤
字
が
発
生
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
市
は
、
市
立
学
校
建
設
資
金
に
充

て
る
た
め
の
公
債
を
発
行
し
、
市
報
を
通
じ

て
市
民
に
呼
び
か
け
た
の
で
す
。
当
時
、
市

民
か
ら
「
愛
市
公
債
」
と
呼
ば
れ
た
こ
の
公

債
は
５
回
発
行
さ
れ
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
総
額
は
２
億
５
３
１
６
円
に
の
ぼ
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
教
育
が
何
よ
り
大
切
と

考
え
た
市
民
の
「
愛
」
が
感
じ
ら
れ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
す
。

　

ま
た
、
税
務
署
や
簡
易
裁
判
所
、
区
検
察

庁
、
保
健
所
な
ど
、
国
や
都
の
施
設
も
市
内

に
設
置
さ
れ
、
ご
み
や
し
尿
の
収
集
処
理
も

ス
タ
ー
ト
。
郊
外
都
市
と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
が
徐
々
に
整
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

町
の
名
は
…
… 

複
雑
な
番
地
を
整
え
る 

「
町
名
整
理
」
に
着
手

　

荒
井
市
長
時
代
の
取
り
組
み
と
し
て
記
し

て
お
き
た
い
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、「
町
名

整
理
」
事
業
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
武
蔵
野
市

で
は
、
一
つ
の
番
地
に
多
く
の
家
が
建
ち

並
び
、
番
地
の
少
な
い
西
窪
で
も
お
よ
そ

８
０
０
番
台
、
最
も
多
い
吉
祥
寺
で
は
お
よ

そ
３
０
０
０
番
台
ま
で
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

住
所
が
分
か
り
に
く
く
混
乱
が
生
じ
て
い
ま

武蔵野ヒストリー武蔵野にまつわる歴史を
楽しみながら学ぶ

生誕 120 年 初代武蔵野市長・荒
あ ら

井
い

源
げ ん

吉
き ち

が遺
の こ

したもの
小美濃安弘新市長による新たな市政がスタートした武蔵野市。

初代の武蔵野市長は、戦後の混乱期から高度経済成長期へと向かう昭和22（1947）年から
16年にわたって市の発展を支えた荒井源吉でした。

初代市長は今の武蔵野市に何を遺
のこ

したのか、生誕120年の節目に振り返ってみましょう。

も
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
一
方
、
下
水
道

に
関
し
て
は
、
地
下
の
工
事
や
排
水
先
の
河

川
の
改
修
な
ど
に
時
間
を
要
し
た
た
め
、
排

水
が
可
能
と
な
る
の
は
昭
和
40
年
代
半
ば
に

な
っ
て
か
ら
で
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
校
給
食
を
昭
和
23
（
１
９

４
８
）
年
か
ら
開
始
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の

教
育
環
境
の
整
備
に
も
い
ち
早
く
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
当
初
は
牛
乳
の
み
、
補
食
（
お

か
ず
）
の
み
の
給
食
を
経
て
、
昭
和
30
年
代

に
入
る
と
す
べ
て
の
小
学
校
で
完
全
給
食
が

実
現
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

昭
和
22
年
に
国
が
公
布
し
た
教
育
基
本
法

に
よ
り
、
６
カ
年
の
小
学
校
と
３
カ
年
の
中

学
校
を
義
務
教
育
と
す
る
「
６
・
３
・
３
制
」

が
導
入
さ
れ
、
市
内
の
人
口
増
加
に
対
応
す

る
た
め
に
も
新
た
な
小
・
中
学
校
の
建
設
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
昭
和
29

年
に
は
市
の
決
算
が
赤
字
と
な
り
、
そ
の
翌

年
に
開
校
予
定
だ
っ
た
井
之
頭
小
学
校
と
境

北
小
学
校
（
後
に
桜
堤
小
学
校
と
統
合
し
て

現
在
の
桜
野
小
学
校
に
）
の
建
設
に
あ
た
っ ▲荒井源吉 元市長（武蔵野市蔵）

取材・文／さくらい伸11

し
た
。
た
と
え
ば
、
当
時
の
「
吉
祥
寺
３
０

０
０
番
地
」
台
は
吉
祥
寺
の
駅
前
で
は
な
く

三
鷹
駅
北
口
だ
っ
た
た
め
、
訪
れ
た
人
が
困

惑
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
市

は
市
制
施
行
か
ら
６
年
後
の
昭
和
28
（
１
９

５
３
）
年
に
「
武
蔵
野
市
町
名
整
理
調
査
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
町
名
整
理
委

員
会
や
各
地
区
で
行
わ
れ
た
町
名
整
理
懇
談

会
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
も
交
え
た
議
論

を
何
度
も
重
ね
な
が
ら
、「
こ
の
場
所
に
は

ど
の
よ
う
な
町
名
が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
」
が

検
討
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
当
時
の
「
市
報

む
さ
し
の
」
に
は
、
こ
の
町
名
整
理
地
域
懇

談
会
の
様
子
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
昭
和
28
年

公
開
の
映
画
『
君
の
名
は
』
に
か
け
て
「
町

の
名
は
」
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
町

名
案
が
記
載
さ
れ
た
「
町
名
整
理
図
」
は
第

１
次
案
か
ら
第
８
次
案
ま
で
あ
り
、
順
を
追

っ
て
い
く
と
現
在
の
住
居
表
示
が
ど
の
よ
う

な
変
遷
を
遂
げ
て
変
わ
っ
て
き
た
の
か
が
分

か
り
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

時
代
は
戦
後
の
復
興
期
を
経
て
高
度
経
済

成
長
へ
と
向
か
い
、
市
内
で
は
都
営
住
宅
や

公
団
住
宅
の
建
設
も
進
み
、
昭
和
32
（
１
９

５
７
）
年
に
は
市
の
人
口
は
10
万
人
を
突
破
。

そ
の
翌
年
、
戦
後
最
大
級
の
台
風
22
号
で
市

内
が
水
害
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
際

に
は
、
荒
井
市
長
が
災
害
対
策
の
陣
頭
に
立

ち
、「
復
旧
資
金
貸
付
条
例
」
を
制
定
す
る

な
ど
、
そ
の
後
の
災
害
対
策
の
素
地
を
つ
く

り
ま
し
た
。
懸
案
の
町
名
整
理
に
つ
い
て
は
、

市
議
会
で
町
名
を
変
え
る
た
め
の
条
例
が
可

決
さ
れ
、
昭
和
37（
１
９
６
２
）年
、
つ
い
に

町
名
整
理
が
実
施
。
事
業
の
開
始
か
ら
10
年

の
歳
月
を
経
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

温
厚
な
人
柄
な
が
ら

ま
ち
の
未
来
像
を
見
据
え
た

実
行
力
も

　

ほ
か
に
も
、
荒
井
市
長
時
代
に
は
、
三
鷹

駅
北
口
広
場
の
整
備
、
藤
村
学
園
の
借
地
権

確
保
に
よ
る
吉
祥
寺
駅
周
辺
の
都
市
計
画
な

ど
、
そ
の
後
の
ま
ち
の
発
展
の
基
礎
と
な
る

取
り
組
み
を
数
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　

荒
井
は
４
期
市
長
を
務
め
た
の
ち
、
昭
和

38
（
１
９
６
３
）
年
に
退
任
。
昭
和
55
（
１
９

８
０
）
年
に
は
武
蔵
野
市
名
誉
市
民
に
推
挙

さ
れ
、
昭
和
58
（
１
９
８
３
）
年
、
79
歳
で

死
去
し
ま
し
た
。
同
年
10
月
４
日
、
武
蔵
野

市
営
緑
町
体
育
館
で
市
葬
が
執
り
行
わ
れ
た

際
に
配
布
さ
れ
た
し
お
り
に
は
、
荒
井
市
長

の
数
々
の
功
績
や
弔
辞
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
葬
儀
副
委
員
長
を
務
め
た
望も
ち

月づ
き

彰あ
き

夫お

武
蔵
野
市
議
会
議
長
（
当
時
）
の
弔

辞
の
一
部
を
抜
粋
し
ま
し
ょ
う
。「
お
人
柄

は
、
温
厚
、
篤と
く

実じ
つ

そ
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
そ
の
政
治
姿
勢
は
常
に
10
年
先
、
20
年

先
を
見
通
さ
れ
、
市
議
会
に
お
い
て
も
ど
ん

な
に
苦
し
い
財
政
状
況
で
あ
っ
て
も
、
必
要

な
施
策
は
実
行
す
べ
し
と
文
字
通
り
誠
意
を

も
っ
て
説
明
さ
れ
、
と
こ
と
ん
論
議
を
尽
く

し
た
う
え
で
実
行
に
移
す
と
い
う
方
で
あ
り
、

与
野
党
を
問
わ
ず
、
そ
の
真し
ん

摯し

な
姿
勢
に
敬

服
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
」

　

こ
の
し
お
り
に
は
印
刷
さ
れ
る
前
の
原
本

が
あ
り
、
現
在
「
武
蔵
野
ふ
る
さ
と
歴
史
館
」

に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
葬
儀

委
員
長
の
土つ
ち

屋や

正ま
さ

忠た
だ

武
蔵
野
市
長
（
当
時
）

に
よ
る
草
稿
に
あ
た
る
文
言
も
確
認
で
き
ま

す
。「
荒
井
さ
ん
は
武
蔵
野
に
生
ま
れ
武
蔵

野
に
育
っ
た
生
粋
の
武
蔵
野
っ
子
と
し
て
市

民
か
ら
源
ち
ゃ
ん
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
数
々

の
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
」　

　

別
の
文
書
で
は
、
生
前
お
す
し
が
好
物
だ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
記
述
も
あ
り
、
市
長
と

し
て
の
大
き
な
功
績
だ
け
で
な
く
、「
お
す

し
が
好
き
な
生
粋
の
武
蔵
野
っ
子
の
源
ち
ゃ

ん
」
と
い
う
親
し
み
や
す
い
一
面
も
垣
間
見

え
ま
す
。

　

戦
後
の
混
乱
期
か
ら
高
度
成
長
期
へ
、
急

激
に
人
口
が
増
加
し
、
都
市
化
が
進
ん
だ

「
初
期
の
武
蔵
野
市
」
を
支
え
た
荒
井
源
吉

の
遺の
こ

し
た
も
の
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
新

た
な
ま
ち
の
形
を
見
据
え
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

参考文献／『武蔵野市百年史』（武蔵野市）、『武蔵野の地名』（武蔵野ふるさと歴史館）　　取材協力／武蔵野ふるさと歴史館

▲「市報むさしの」昭和32年6月15日号より

▲町名整理前 武蔵野町の小字（『武蔵野の地名』より）
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武
蔵
野
市
の
初
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市
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務
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井
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吉
は
、
明
治
37
（
１
９
０
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年
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現
在
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武
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野
市
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に
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し
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幼
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を
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会
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ど
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こ
と
が
記
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に
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っ
て
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ま
す
。

　

そ
の
後
、
会
計
課
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だ
っ
た
昭
和
22
年
３

月
に
町
役
場
を
退
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し
て
武
蔵
野
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に
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年
の
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に
武
蔵
野
町
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制
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行
に
よ
り
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蔵
野
市
に
な
り
、
荒
井
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初
代

武
蔵
野
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長
と
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り
ま
す
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荒
井
が
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長
と

な
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た
の
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
か
ら

わ
ず
か
２
年
後
の
こ
と
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当
時
、
市
の
人
口

は
６
万
３
４
８
６
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。
い
ま
だ
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後
の
混
乱

が
続
く
中
、
戦
後
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と
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民
の
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上

に
向
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た
険
し
い
市
政
の
ス
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で
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。

　

市
に
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し
た
ま
ち
と
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て
、
荒
井
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初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、
上
下
水
道
事
業
な

ど
の
都
市
基
盤
の
整
備
で
し
た
。
ど
ち
ら
も

昭
和
26
（
１
９
５
１
）
年
に
事
業
に
着
手
し
、

水
道
に
つ
い
て
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昭
和
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（
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に
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祥
寺
地
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給
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ま
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に
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。
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で
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金
に
充
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た
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の
公
債
を
発
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し
、
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を
通
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に
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け
た
の
で
す
。
当
時
、
市
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市
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と
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れ
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の
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５
回
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市
民
か
ら
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３
１
６
円
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ま
し
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。
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も
た
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の
教
育
が
何
よ
り
大
切
と

考
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た
市
民
の
「
愛
」
が
感
じ
ら
れ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
す
。

　

ま
た
、
税
務
署
や
簡
易
裁
判
所
、
区
検
察

庁
、
保
健
所
な
ど
、
国
や
都
の
施
設
も
市
内

に
設
置
さ
れ
、
ご
み
や
し
尿
の
収
集
処
理
も

ス
タ
ー
ト
。
郊
外
都
市
と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
が
徐
々
に
整
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

町
の
名
は
…
… 

複
雑
な
番
地
を
整
え
る 

「
町
名
整
理
」
に
着
手

　

荒
井
市
長
時
代
の
取
り
組
み
と
し
て
記
し

て
お
き
た
い
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、「
町
名

整
理
」
事
業
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
武
蔵
野
市

で
は
、
一
つ
の
番
地
に
多
く
の
家
が
建
ち

並
び
、
番
地
の
少
な
い
西
窪
で
も
お
よ
そ

８
０
０
番
台
、
最
も
多
い
吉
祥
寺
で
は
お
よ

そ
３
０
０
０
番
台
ま
で
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

住
所
が
分
か
り
に
く
く
混
乱
が
生
じ
て
い
ま

武蔵野ヒストリー武蔵野にまつわる歴史を
楽しみながら学ぶ

生誕 120 年 初代武蔵野市長・荒
あ ら

井
い

源
げ ん

吉
き ち

が遺
の こ

したもの
小美濃安弘新市長による新たな市政がスタートした武蔵野市。

初代の武蔵野市長は、戦後の混乱期から高度経済成長期へと向かう昭和22（1947）年から
16年にわたって市の発展を支えた荒井源吉でした。

初代市長は今の武蔵野市に何を遺
のこ

したのか、生誕120年の節目に振り返ってみましょう。

も
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
一
方
、
下
水
道

に
関
し
て
は
、
地
下
の
工
事
や
排
水
先
の
河

川
の
改
修
な
ど
に
時
間
を
要
し
た
た
め
、
排

水
が
可
能
と
な
る
の
は
昭
和
40
年
代
半
ば
に

な
っ
て
か
ら
で
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
校
給
食
を
昭
和
23
（
１
９

４
８
）
年
か
ら
開
始
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の

教
育
環
境
の
整
備
に
も
い
ち
早
く
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
当
初
は
牛
乳
の
み
、
補
食
（
お

か
ず
）
の
み
の
給
食
を
経
て
、
昭
和
30
年
代

に
入
る
と
す
べ
て
の
小
学
校
で
完
全
給
食
が

実
現
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

昭
和
22
年
に
国
が
公
布
し
た
教
育
基
本
法

に
よ
り
、
６
カ
年
の
小
学
校
と
３
カ
年
の
中

学
校
を
義
務
教
育
と
す
る
「
６
・
３
・
３
制
」

が
導
入
さ
れ
、
市
内
の
人
口
増
加
に
対
応
す

る
た
め
に
も
新
た
な
小
・
中
学
校
の
建
設
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
昭
和
29

年
に
は
市
の
決
算
が
赤
字
と
な
り
、
そ
の
翌

年
に
開
校
予
定
だ
っ
た
井
之
頭
小
学
校
と
境

北
小
学
校
（
後
に
桜
堤
小
学
校
と
統
合
し
て

現
在
の
桜
野
小
学
校
に
）
の
建
設
に
あ
た
っ ▲荒井源吉 元市長（武蔵野市蔵）

取材・文／さくらい伸11

し
た
。
た
と
え
ば
、
当
時
の
「
吉
祥
寺
３
０

０
０
番
地
」
台
は
吉
祥
寺
の
駅
前
で
は
な
く

三
鷹
駅
北
口
だ
っ
た
た
め
、
訪
れ
た
人
が
困

惑
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
市

は
市
制
施
行
か
ら
６
年
後
の
昭
和
28
（
１
９

５
３
）
年
に
「
武
蔵
野
市
町
名
整
理
調
査
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
町
名
整
理
委

員
会
や
各
地
区
で
行
わ
れ
た
町
名
整
理
懇
談

会
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
も
交
え
た
議
論

を
何
度
も
重
ね
な
が
ら
、「
こ
の
場
所
に
は

ど
の
よ
う
な
町
名
が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
」
が

検
討
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
当
時
の
「
市
報

む
さ
し
の
」
に
は
、
こ
の
町
名
整
理
地
域
懇

談
会
の
様
子
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
昭
和
28
年

公
開
の
映
画
『
君
の
名
は
』
に
か
け
て
「
町

の
名
は
」
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
町

名
案
が
記
載
さ
れ
た
「
町
名
整
理
図
」
は
第

１
次
案
か
ら
第
８
次
案
ま
で
あ
り
、
順
を
追

っ
て
い
く
と
現
在
の
住
居
表
示
が
ど
の
よ
う

な
変
遷
を
遂
げ
て
変
わ
っ
て
き
た
の
か
が
分

か
り
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

時
代
は
戦
後
の
復
興
期
を
経
て
高
度
経
済

成
長
へ
と
向
か
い
、
市
内
で
は
都
営
住
宅
や

公
団
住
宅
の
建
設
も
進
み
、
昭
和
32
（
１
９

５
７
）
年
に
は
市
の
人
口
は
10
万
人
を
突
破
。

そ
の
翌
年
、
戦
後
最
大
級
の
台
風
22
号
で
市

内
が
水
害
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
際

に
は
、
荒
井
市
長
が
災
害
対
策
の
陣
頭
に
立

ち
、「
復
旧
資
金
貸
付
条
例
」
を
制
定
す
る

な
ど
、
そ
の
後
の
災
害
対
策
の
素
地
を
つ
く

り
ま
し
た
。
懸
案
の
町
名
整
理
に
つ
い
て
は
、

市
議
会
で
町
名
を
変
え
る
た
め
の
条
例
が
可

決
さ
れ
、
昭
和
37（
１
９
６
２
）年
、
つ
い
に

町
名
整
理
が
実
施
。
事
業
の
開
始
か
ら
10
年

の
歳
月
を
経
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

温
厚
な
人
柄
な
が
ら

ま
ち
の
未
来
像
を
見
据
え
た

実
行
力
も

　

ほ
か
に
も
、
荒
井
市
長
時
代
に
は
、
三
鷹

駅
北
口
広
場
の
整
備
、
藤
村
学
園
の
借
地
権

確
保
に
よ
る
吉
祥
寺
駅
周
辺
の
都
市
計
画
な

ど
、
そ
の
後
の
ま
ち
の
発
展
の
基
礎
と
な
る

取
り
組
み
を
数
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　

荒
井
は
４
期
市
長
を
務
め
た
の
ち
、
昭
和

38
（
１
９
６
３
）
年
に
退
任
。
昭
和
55
（
１
９

８
０
）
年
に
は
武
蔵
野
市
名
誉
市
民
に
推
挙

さ
れ
、
昭
和
58
（
１
９
８
３
）
年
、
79
歳
で

死
去
し
ま
し
た
。
同
年
10
月
４
日
、
武
蔵
野

市
営
緑
町
体
育
館
で
市
葬
が
執
り
行
わ
れ
た

際
に
配
布
さ
れ
た
し
お
り
に
は
、
荒
井
市
長

の
数
々
の
功
績
や
弔
辞
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
葬
儀
副
委
員
長
を
務
め
た
望も
ち

月づ
き

彰あ
き

夫お

武
蔵
野
市
議
会
議
長
（
当
時
）
の
弔

辞
の
一
部
を
抜
粋
し
ま
し
ょ
う
。「
お
人
柄

は
、
温
厚
、
篤と
く

実じ
つ

そ
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
そ
の
政
治
姿
勢
は
常
に
10
年
先
、
20
年

先
を
見
通
さ
れ
、
市
議
会
に
お
い
て
も
ど
ん

な
に
苦
し
い
財
政
状
況
で
あ
っ
て
も
、
必
要

な
施
策
は
実
行
す
べ
し
と
文
字
通
り
誠
意
を

も
っ
て
説
明
さ
れ
、
と
こ
と
ん
論
議
を
尽
く

し
た
う
え
で
実
行
に
移
す
と
い
う
方
で
あ
り
、

与
野
党
を
問
わ
ず
、
そ
の
真し
ん

摯し

な
姿
勢
に
敬

服
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
」

　

こ
の
し
お
り
に
は
印
刷
さ
れ
る
前
の
原
本

が
あ
り
、
現
在
「
武
蔵
野
ふ
る
さ
と
歴
史
館
」

に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
葬
儀

委
員
長
の
土つ
ち

屋や

正ま
さ

忠た
だ

武
蔵
野
市
長
（
当
時
）

に
よ
る
草
稿
に
あ
た
る
文
言
も
確
認
で
き
ま

す
。「
荒
井
さ
ん
は
武
蔵
野
に
生
ま
れ
武
蔵

野
に
育
っ
た
生
粋
の
武
蔵
野
っ
子
と
し
て
市

民
か
ら
源
ち
ゃ
ん
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
数
々

の
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
」　

　

別
の
文
書
で
は
、
生
前
お
す
し
が
好
物
だ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
記
述
も
あ
り
、
市
長
と

し
て
の
大
き
な
功
績
だ
け
で
な
く
、「
お
す

し
が
好
き
な
生
粋
の
武
蔵
野
っ
子
の
源
ち
ゃ

ん
」
と
い
う
親
し
み
や
す
い
一
面
も
垣
間
見

え
ま
す
。

　

戦
後
の
混
乱
期
か
ら
高
度
成
長
期
へ
、
急

激
に
人
口
が
増
加
し
、
都
市
化
が
進
ん
だ

「
初
期
の
武
蔵
野
市
」
を
支
え
た
荒
井
源
吉

の
遺の
こ

し
た
も
の
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
新

た
な
ま
ち
の
形
を
見
据
え
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。
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